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 本論文は、クープマンモード分解（Koopman Mode Decomposition：KMD）と呼ばれる非線形力学
系のクープマン作用素に基づく時系列データ分解法を用いた、風力ならびに電力系統ダイナミクスの
解析に関する一連の研究をまとめたものである。本論文は以下の 10 章からなっている。 
 第１章は序論であり、KMD の理論の概要を述べると共に、本手法の適用対象とする風
力ならびに電力系統の概要についてまとめ、研究の目的を述べている。  





こ と を述 べて いる 。合 わ せ て KMD の 数値 計 算ア ルゴ リズ ムで あ るア ーノ ルデ ィ
（Arnoldi）型アルゴリズムをダイナミックモード分解 (Dynamic Mode Decomposition：
DMD)のアルゴリズムと比較し検討している。  





















いだされ、数 kmの空間スケールにおいてスペクトル・コヒーレンス（Spectral Coherence）が CReSS
により評価可能であることが示された。 
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2) 雲解像モデルに基づく高解像度気象シミュレーション（Cloud Resolving Storm Simulator：CReSS）
により得られた風況予測データ及びウィンドファームの実測データに基づき、実用に供されてい
る日本近海の洋上風力発電に関する変動解析を実施した。以上の解析により、洋上風力発電の変
動評価に対する CReSS の有効性と限界を明らかにした。 
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